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 漢字翻訳語とは西書翻訳する際

に漢字で創出した翻訳語である（漢

字当て字を含まない）。本研究は明

治初期に日本語に翻訳された西洋

経済書に着目し、翻訳語として創造

された漢字翻訳語を史学研究の通

時的分析と語学研究の構造分析に

よって多角的に考察し、明治初期の

翻訳語成立のプロセスと構造を明らかにすることを

目的とする。 

 明治初期に読まれていた翻訳西書は主に中国か

ら輸入された漢訳西書と日本人通訳者の翻訳による

ものである。翻訳の担い手は洋学者、漢学者、唐通

事、蘭通詞などその出自が様々であることから、本

研究は翻訳書そのもののみなら

ず、翻訳者の歴史的な文化背景も

分析対象にし、漢字翻訳語の生成

および関する諸要因を学際的、深

層的に考察し、最終的に明治初期

における漢字翻訳語の歴史的と言

語的構造を明らかにする。また、

漢字翻訳語のデータ、翻訳史、東

西文化交流史、言語学などの研究領域に対しても有

意義な漢字翻訳語情報を提供し、資料的アプローチ

の研究の基盤を確立することができる。  
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